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新
成
人
を
迎
え
る
方
は
１
９
１
人
で
、

そ
の
中
の
８
人
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
ま
し
た
。
昨
年
10
月
か
ら
話
し
合
い

を
重
ね
、
今
年
の
成
人
式
テ
ー
マ『
自
覚
』

を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自

分
の
行
動
や
言
葉
の
一
語
一
句
す
べ
て

の
責
任
が
自
分
に
対
し
て
返
っ
て
き
ま

す
。
人
と
し
て
、
社
会
人
と
し
て
の
モ

ラ
ル
や
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
そ

れ
を
理
解
し
た
上
で
自
分
が
ど
う
行
動

す
れ
ば
結
果
が
ど
う
な
る
の
か
を
考

え
、
責
任
を
持
っ
た
大
人
に
な
っ
て
い

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
を

決
め
、
一
生
に
一
度
の
記
念
と
な
る
成

人
式
を
実
行
委
員
で
企
画
・
運
営
し
て

き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
実
行
委
員
の
辻
久
颯
大

さ
ん
か
ら
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
こ
の
先
の
未
来
に
向
か
っ
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
」
と
、

誓
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し

て
中
学
校
時
代
の
夢
を
思
い
出
し
た
り
、

新
成
人
と
し
て
今
後
の
目
標
や
感
謝
の

言
葉
を
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
回
、
成
人
式
を
迎
え
る
方
も
19
歳

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
式
典
の
進

行
補
助
を
す
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
や
恩
師

と
、
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
現
状
の
報

告
を
し
た
り
と
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。

令和4年 令和4年 揖斐川町成人式揖斐川町成人式

令和4年1月9日（日）に行われた揖斐川町成人式
今年は191人が大人としての新たな門出を迎えました。

誓いのことば

閉式のことば

恩師からのメ
ッセージ

作文朗読

記念品贈呈

タイムカプセ
ル開封
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揖斐川町成人式

水
みず

野
の

　朱
あか

理
り

さん（揖斐川）

白
しら

川
かわ

　夏
なつ

穂
ほ

さん（揖斐川）

小
お

川
がわ

　明
あか

莉
り

さん（揖斐川）

髙
たか

橋
はし

　天
てん

真
ま

さん（揖斐川）

辻
つじ

久
ひさ

　颯
そう

大
た

さん（揖斐川）

矢
や

野
の

　晴
はる

菜
な

さん（北　和）

荒
あら

堀
ほり

　芽
め

衣
い

さん（谷　汲）

髙
たか

橋
はし

　葉
は

納
な

さん（谷　汲）

広報いびがわ2月号の表紙は、今回の成人式で広報いびがわ2月号の表紙は、今回の成人式で
企画・運営を行った実行委員会の皆さんです企画・運営を行った実行委員会の皆さんです

成人式にご協力いただいた成人式にご協力いただいた
19歳スタッフの皆さんです19歳スタッフの皆さんです
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区
長
会
研
修
会
で
感
謝
状

を
贈
呈

　

12
月
11
日（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町

区
長
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
区
長
と
し
て

町
内
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
２
名
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
岡
部
町
長
か
ら
令

和
３
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
基
調
講
演
で
は
、
い
び
が
わ
図
書
館

の
宮
脇
館
長
か
ら
、「
い
び
が
わ
図
書
館
の

特
別
展
と
揖
斐
川
町
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
感
謝
状
受
賞
者
】

中な
か

原は
ら　

順よ
り

彦ひ
こ

さ
ん（
小
柳
）中
央

竹た
け

中な
か　
　

勝ま
さ
るさ

ん（
西
津
汲
）右

▲感謝状受賞の皆様

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
園
児
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
し
た

　

12
月
16
日（
木
）、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
姿
に

扮
し
た
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
町
内
幼
児
園
等
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
に

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
与
え

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

き
よ
み
ず
幼
児
園
で
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
姿
の
岡
部
町
長
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
登
場
す
る
と
、
園
児
た
ち
は
大
喜
び

で
、「
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
？
」、「
何
歳

で
す
か
？
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
ブ
ー
ツ
に
入
っ
た
お
菓
子

と
と
ん
が
り
帽
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ

れ
る
と
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲プレゼントを受け取る園児たち

有

料

広

告

欄
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令
和
４
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

　

１
月
９
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
令
和
４
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
と
関
係
者
約
３
０
０
人
が
集

ま
っ
た
出
初
式
で
は
、
分
列
行
進
や
観
閲
、

機
械
器
具
点
検
が
披
露
さ
れ
、
防
火
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
団
長
訓
示
の
ほ
か
、
功
労
者

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▲式典の様子

消 防 功 労 者 表 彰
◆岐阜県知事表彰
◇永年勤続功労章……………… 1人

　分 団 長　 竹嶋　久善（大和）

◇勤続功労章…………………… 4人

　団　　員　 高橋　　透（久瀬）

　団　　員　 若原　紀章（本部）

　団　　員　 臼井　　誠（坂上）

　団　　員　 浅野　広光（本部）

◇功労章………………………… 7人

　副分団長　 高橋　和弥（久瀬南部）

　班　　長　 小森　成裕（本部）

　班　　長　 松居　佑樹（本部）

　班　　長　 原　　武弘（本部）

　団　　員　 神谷　秀一（本部）

　団　　員　 高橋　雅和（久瀬）

　団　　員　 藤原　昌人（中央）

◇消防団員優秀家族賞………… 6人

◆岐阜県消防協会長表彰
◇勤労章【20年】……………… 11人

　分 団 長　 田中　　誠（藤橋）

　分 団 長　 横山　健介（坂下）

　副分団長　 髙橋　栄一（北方）

　副分団長　 林　　秀憲（六合）

　部　　長　 林　　宏昭（藤橋）

　班　　長　 駒月　利彦（六合）

　班　　長　 竹中　律夫（久瀬）

　班　　長　 髙橋　弘樹（坂内）

　団　　員　 横山　宏昭（坂下）

　団　　員　 藤原　尚毅（中央）

　団　　員　 寺田　啓起（坂上）

◇勤労章【15年】……………… 17人

　分 団 長　 粟野　一晃（徳積）

　副分団長　 堀口　正広（大深）

　副分団長　 渡邉　哲宣（小島）

　部　　長　 藤原　義尚（中央）

　部　　長　 朝倉　　聡（坂内）

　部　　長　 島岡　辰夫（揖斐）

　部　　長　 平塚　慎治（脛永）

　部　　長　 古野　増男（横蔵）

　団　　員　 竹中　康典（大深）

　団　　員　 山本　直哉（坂上）

　団　　員　 野原　英嗣（六合）

　団　　員　 小寺　秀一（中央）

　団　　員　 田村　範生（清水）

　団　　員　 藤本　佳彦（中央）

　団　　員　 寺井　克彦（大深）

　団　　員　 野田文太郎（坂下）

　団　　員　 野原　雅仁（中央）

◇功績章……………………… 25人

◆揖斐郡消防協会長表彰
◇功労章……………………… 22人

◇勤労章……………………… 11人

◇功績章……………………… 20人

◆町長表彰
◇町長特別功労章…………… 18人

　副分団長　 堀口　正広（大深）

　部　　長　 岩井　　健（小島）

　部　　長　 田口　龍治（美束）

　部　　長　 岩田　年和（北方）

　部　　長　 長谷川航二（徳積）

　班　　長　 矢野　勇次（坂内）

　班　　長　 田中　宏英（坂下）

　団　　員　 鈴木　啓志（大深）

　団　　員　 中村　憲治（徳積）

　団　　員　 竹中　康典（大深）

　団　　員　 國枝　優樹（坂上）

　団　　員　 國枝　伸弥（坂下）

　団　　員　 山岸慎太郎（大深）

　団　　員　 所　　大樹（坂上）

　団　　員　 川村　庄治（中央）

　団　　員　 杉山　伸二（横蔵）

　団　　員　 藤原　賢直（中央）

　団　　員　 細野　貴正（本部）

◇功労章（消防団）…………… 29人

◇功労章（女性防火）…………… 1人

◆団長表彰 ………………… 39人

◆女性防火クラブ会長表彰 … 3人

【順不同・敬称略】
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令和３年度　あったかい言葉・標語　50撰令和３年度　あったかい言葉・標語　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議の取り組みで、小・中学生、高校生、住民の方にあったかい言葉と標語作品の募集をしました。
　応募総数1,833作品の中から50作品を選出しましたので、複数回に分けて紹介していきます。今回は、小学4〜5年生が作成した
作品を紹介します。

揖斐小学校
4年

牛
うし

 越
こし

　美
み

 芙
ふ

さん
「いつもありがとう」
わたしは、毎日せんたくものをたたんでいます。そのせんたくものを全部たたみおわる
とお母さんが「いつもありがとう。」と言ってくれます。それを聞くと、大へんなせんた
くものたたみも「毎日やっててよかったな。」と心の中で思います。

小島小学校
4年

藤
ふじ

 垣
がき

　美
み

 和
わ

さん
「母の一言」
私は、自分に自信がありませんでした。学校にも、行きたくありませんでした。しかし、
母は、こう言ってくれます。「自分に自信持ちや、ええ子なんやから。」と、言ってくれます。
だから、今、私は学校に楽しく行けています。

北方小学校
4年

かわせ め い さん
「いっしょにバドミントンしよっ！！」
いつもいそがしいお姉ちゃん。「いっしょにバドミントンしよっ！」とさそってくれた
時、とてもうれしかったです。けんかもいっぱいするけど、いっしょに遊んでくれる
お姉ちゃんが大好きです。

大和小学校
4年

小
こ

 林
ばやし

 れんあ さん
「友達」
昼休みの時に、「いっしょに遊ぼう」と、友達がいってくれました。とてもうれしか
ったです。だからぼくも友達を「遊ぼ」とさそってます。

大和小学校
4年

稲
いな

 守
もり

　惺
さと

 琉
る

さん
「おはよう」
転校してふ安なこと心配なこと色々あったけど、でも、いつも朝、家から出ると「お
はよう」とみんなが言ってくれます。おはようといつも言ってくれてうれしいです。

養基小学校
4年

牧
まき

 村
むら

　柚
ゆず

 希
き

さん

「いつも泊まりにきてくれてありがとう、にぎやかになってうれしいよ。」
私にはとなり町の大野町に住むおじいちゃんとおばあちゃんがいます。私は宿題をでき
るだけ早く終わらせる事ができた週末は、おじいちゃんの家に泊まりに行くようにして
います。おじいちゃんもおばあちゃんもよろこんでくれるので、これからもつづけたい
し、2人とも元気で長生きしてほしいです。

揖斐小学校
5年

池
いけ

 野
の

　笑
に

 香
こ

さん
「おはよう、おかえり、さようなら」
いつも朝、帰りのときに、「おはようございます。おかえりなさい、さようなら」と
言ってくれます。わたしは、一年のとき、はずかしくって頭だけさげていた。でも
今では、「おはようございます、さようなら、ただいま」と元気よく言っています。

小島小学校
5年

内
ない

 藤
とう

　紗
さ

 良
ら

さん
「一緒に頑張ろうね」
勉強がわからなくつまずいていると、兄が「わからないときはいつでも教えてあげる
から、一緒に頑張ろうね」と言ってくれた「一緒に」が、心にじーんとひびきました。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ
れ
た
方
の
報
告
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
企
画
展「
春
季 

人
形
展
」開
催
の
お
知
ら
せ

　

当
館
で
は
、
２
月
19
日
よ
り「
春
季 

人
形

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
雛
人
形
を
中
心
に
江

戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
人
形
や
軸
な
ど
多
数

展
示
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

❖令和 3年度第 42回全国高校生
　ホームプロジェクトコンクール
　FHJ 賞　受賞

　牧
まきむら

村　菜
な な こ

々子さん
　（大垣東高等学校 1年）

御殿飾り雛人形
昭和 20年代

文
化
活
動
優
秀
者
報
告
会

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

▪
期
間
　

2
月
19
日（
土
）～
3
月
13
日（
日
）

▪
会
場
　
第
一
展
示
室
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今月のおすすめ～新着図書紹介～今月のおすすめ～新着図書紹介～
一般書

●	我が家は前からソーシャル・ディスタンス
綾小路 きみまろ 著

【谷汲】
　コロナ、夫婦、家族、
健康、お金、終活…。中
高年の悩みを一笑両断! 笑
えて心も癒される、きみ
まろ流・生き方のコツを
満載。講演内容をもとに
した紙上漫談も収録する。

●	きみのげんきをマモルンジャー！
よしむら あきこ 作・絵・デザイン

（寄贈図書）
【いびがわ】
　「マモルンジャー」と「テ
アライダー」のダブルヒー
ローが、君の元気を守る! 
さまざまな病気から赤ちゃ
んを守る免疫抗体と手洗い
について説明し、自分の体
は自分自身の力で守れると
いうことを伝える絵本。

絵　本

※図書館の行事や展示は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止とする場合があります。

揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）
代表連絡先：	 いびがわ図書館（揖斐川町上南方27-9）
	 電話：22-0219　ファックス：22-0999
E - m a i l ：	 info-tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日： 	毎週月曜日、毎月第4金曜日（2月25日）
	 祝日の翌日等（2月15日、24日）
　　　　　　 ※谷汲図書館はワクチン接種のため、
　　　　　　 　2月21日〜3月14日まで臨時休館します。

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

KAPLAであそぼ！
　日時：毎週土曜日  ①13:00～

おはなし会
　【いびがわ図書館】
　日時：2月 5日（土）  10：30～
　　　　2月19日（土）  10：30～

～2月の行事・休館日～

寄附金購入図書について寄附金購入図書について

　揖斐川町商工会女性部様より、児童図書を寄贈
していただきました。
　揖斐川町の子どもたちの育成に役立つようにと、
日頃のさまざまな活動で得た収益金を平成28年か
ら、毎年、児童図書を寄贈していただいております。
　今年は、「元気になれる本」をテーマに27冊寄贈
いただきました。
　ご芳志に沿い、多くの子どもたちに利用いただ
けるよう、努めます。



2022. 2    8

※揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母さん、
妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用できる
場所です。気軽にお出かけください。

◆通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所などに置いてあります。
◆ホームページ	 揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jp
	 	 揖斐幼稚園　http://www.ibi‐youchien.ed.jp

揖斐川町上南方１９３　TEL２３-１１３６
開館日　月曜日～金曜日・第3土曜日
	 9：00～16：00

揖斐川子育て支援センター

◎幼児園のなかよしタイム（園庭開放）
　2月9日（水）
　各幼児園へお問い合わせください
◎揖斐幼稚園の開放日
　2月2日（水）
　直接幼稚園へお申し込みください。
　☎２２－６００８（当日可）

【2月の活動予定】  行事の申し込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）

日 月 火 水 木 金 土

おさんぽ会
谷汲山門鬼見学

出前保育
揖斐公民館

育児相談 建国記念の日建国記念の日

育児相談 さくらんぼ交流 いちご交流 お話しルーム
誕生会

開館日

育児相談
りんご交流

天皇誕生日天皇誕生日 リコーダー演奏会

育児相談
ベビーマッサージ

行事等、中止になる場合もありますので、
　　　　　　　　　　　　お気軽にお問い合わせください。

  1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 

子育て支援センターは、子どもに関する（０～18歳未満）あらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。

子育てちゃんねる

※絵本と出会う0歳児
　泣いたり、喃語を発したりしたときに、保護者が語りかけてくれる声を聞き、言葉に出会っていきます。言葉はわから
なくても声のトーンを聞いて、表情の変化を見てその意味を感じ取っていきます。それが絵本を楽しむ土台になります。

※言葉を聞く喜びをもつ1歳児
　初語を獲得した1歳児は言葉への興味が高まり、生活の中で知っている言葉に出会うと素早くそのものを指さします。絵
を読む力も育ってきて、この力がこの先物事の不思議さや驚きを見つける目になっていきます。

※絵本を見てストーリーを感じはじめる2歳児
　少しずつ言葉の意味がわかるようになり、言葉からイメージを膨らませるようになります。遊び
でもお母さんの真似をするなど、空想の世界で遊ぶ楽しさに気づき、「物語絵本」が楽しくなります。
　それぞれの年齢に合わせて、少しずつ絵本の世界への興味を広げていけるような関わりを大切に
してあげたいものですね。

～ 大切にしたい親子ふれあい絵本タイム ～
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出前保育（北方公民館）  「わぁ～みかん、いっぱ～い！」
　北方地区の方のご厚意で「みかん狩り」をさせていただきました。たわわに実ったみかんにママ
達は「すご～い！」と言いながら親子で一緒にみかん狩りをスタート！	
　ママがみかんを捥いでいる隣で手の届く所にみかんを発見！自分で採って皮ごと食べ始める子
ども達。それを見て、思わずママも試食タイムになり、新鮮で甘くておいしいみかんに「家のみ
かんより甘くておいしい～」と話しながらみかん狩りを楽しみました。

「
よ
ぉ
し
！
は
し
る
ぞ
！
」

「
よ
ぉ
し
！
は
し
る
ぞ
！
」

や
ま
と
・
き
た
が
た
幼
児
園

　

11
月
か
ら
体
力
作
り
の
一
環
と
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
５
歳
児
は
体
力
差
を
考
慮
し
、

４
周
ま
で
は
み
ん
な
で
一
緒
に
走
り
、
５
周
目
か
ら
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
と
し
て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
っ
て

い
ま
す
。「
よ
ぉ
し
！
が
ん
ば
る
ぞ
ー
！
」
と
意
気
込
ん

だ
り
、「
き
ょ
う
は
な
ん
し
ゅ
う
は
し
ろ
う
か
な
ぁ
」
と

自
分
自
身
で
目
標
を
決
め
、『
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る

か
ら
も
う
１
周
！
』
と
互
い
の
頑
張
り
を
意
識
し
合
い

な
が
ら
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
と
し
た
り
す
る
姿

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
５
歳
児
の
姿
を
見
て
、
年
下
の

子
ど
も
達
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
前
の
準
備
体
操
や
マ
ラ
ソ
ン
後
の

整
理
体
操
で
も
体
幹
が
鍛
え
ら
れ
る
よ
う
、
片
足
バ
ラ

ン
ス
や
し
ゃ
が
み
こ
み
・
背
伸
び
に
加
え
、
ガ
ニ
ガ
ニ
・

ク
ネ
ク
ネ
体
操
、
四
股
を
踏
む
な
ど
年
齢
に
応
じ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
行
い
、
運
動
能
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

身
体
を
動
か
す
こ
と
を
『
楽
し
い
！
』
と
感
じ
、
よ
り
意

欲
的
に
運
動
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

戸
外
で
遊
ん
だ
後
に
は
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
て
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
予
防
に
も
努
め
て
い

ま
す
。
丈
夫
な
身
体
作
り
・
心
作
り
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　岐阜県では、生みの親の事故、病気や離婚等により家庭で暮らせなくなった子ども達を、児
童福祉法に基づいて、親に代わって養育していただける里親さんを募集しています。
　里親についての個別相談会を開催しますので、興味がある方は、西濃子ども相談センターま
で予約をお願いします。

▪日　　　時　2月5日（土）・3月15日（火）
▪時　　　間　10時〜14時まで（1世帯30分程度）
▪場　　　所　西濃子ども相談センター　大垣市禾森町5丁目1458-10
▪お問い合せ　西濃子ども相談センター　℡ 0584-78-4838

里親を知る会（個別相談会）の開催について里親を知る会（個別相談会）の開催について
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　健康寿命の延伸を目指して、住民の皆様の健康づくりに関する取り組みを推進することを目的とした
事業です。今年度の景品をご紹介します！

【お問い合せ】揖斐川保健センター　☎23-1511

応募はお済みですか？いびがわ健幸ポイントいびがわ健幸ポイント 町ゴミ袋が
当たります！

健康教室講師おすすめ品！　ノルディックウォーキング用ポール 3名様

防災士おすすめ！　防災用品 自宅避難用 簡易トイレ（100回分） 3名様

地元を味わう　いびのおいしいもの 5名様

歯科衛生士が厳選！　口腔ケアセット 一年分 12名様

コロナに負けるな！　感染症予防セット いびがわオリジナルエコバッグ付！ 25名様

水切りをしてゴミを捨てよう　エコセット 町指定ゴミ袋（大10枚入） 40名様

図書館にあなたの希望の本が入ります　図書リクエスト券 5名様

朝ドラ「おかえりモネ」登米編で登場！　組立式本棚（組
く

手
で

什
じ ゅ

） 1名様

町がん検診等で使える 「500円クーポン」 参加賞
※景品当選者以外

実 施 期 間 ～令和4年3月31日（木）

応募締め切り 令和4年4月4日（月）必着

応募箱設置場所 揖斐川町役場・揖斐川保健センター・各振興事務所
地域交流センター「はなもも」・揖斐川健康広場

抽 選 会 令和4年4月中旬

子宮頸・乳がん検診を
受診しました

非喫煙者です 「かっぱの河太郎」スタンプ

1つ獲得！

「かっぱの河太郎」スタンプ

1つ獲得！

貯め方（例）　40歳女性の場合

「かっぱの河太郎」スタンプ
２つ獲得！応募できます！

町以外の健(検)診もポイント対象です。
健診結果を持って揖斐川保健センター
までお越しください。

町ホームページ
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子宮頸がん・乳房がん検診を受けませんか？
令和3年度の子宮頸がん・乳房がん集団検診は、2月分のみとなりました。
受診を希望される方は、揖斐川保健センターまでご連絡ください。

　検診日程：令和4年2月9日（水）、令和4年2月18日（金）
　受付時間：❶13：10～13：30、❷14：00～14：30

　※令和2年度（令和2年4月1日～令和3年3月31日）に受診された方、令和3年4月1日以降にすでに受診された 
　　方は受診できません。

＜お問い合せ・予約先＞　揖斐川保健センター　☎23-1511

有

料

広

告

欄

2月分

★子宮頸・乳房がん個別検診は、2月末までとなっています。
個別受診券をお持ちの方は、受診をしてください。受診券
をお持ちでない方は、揖斐川保健センターまでご連絡くだ
さい。
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議 会 だ よ り
第7回揖斐川町議会 定例会

　令和3年第7回揖斐川町議会定例会が、12月3日から10日までの8日間の会期で開催されました。
　初日には、町長から承認案件1件、条例案件6件、予算案件9件、その他案件8件の計24案件が提出され、
提案説明が行われました。このうち2案件が可決・承認され、残りの議案の審査は各常任委員会に
付託されました。
　6日には総務文教、7日には民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が
行われました。
　9日の本会議では、8名の議員が一般質問を行いました。
　10日の定例会最終日には、付託された22議案の審査結果が各委員長から報告され、採決の結果
いずれも原案のとおり可決されました。また、町長から追加提出された予算案件1件についても可決
されました。
　なお、9月定例会で継続審査とされた請願は、不採択と決定されました。
　本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

承
認
案
件

　

専
決
処
分
さ
れ
た
次
の
１
件
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

　

補
正
額

４
０
０
万
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
３
７
億
２
８
２
６
万
５
０
０
０
円

条
例
案
件 

○
揖
斐
川
町
脛
永
駅
前
活
性
化
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

揖
斐
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
及
び
公
共

交
通
の
利
用
促
進
を
目
的
に
購
入
し
た

施
設
を
、
行
政
財
産
と
し
て
管
理
す
る

た
め
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

関
係
法
令
の
改
正
に
よ
る
、
未
就
学
児
の

被
保
険
者
均
等
割
の
減
免
措
置
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

国
の
基
準
改
正
に
よ
り
、
保
育
所
等
が

作
成
、
保
存
す
る
記
録
や
保
護
者
と
の

間
の
手
続
き
が
電
磁
的
方
法
に
よ
り
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛
金
見
直
し
に

よ
る
、
出
産
育
児
一
時
金
の
内
訳
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

簡
易
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の

規
定
を
適
用
す
る
た
め
に
、
所
要
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

消
防
団
員
の
定
員
を
７
０
８
人
か
ら

６
０
０
人
に
削
減
す
る
と
と
も
に
、
処
遇

改
善
と
し
て
団
員
報
酬
及
び
出
動
報
酬
の

見
直
し
を
図
る
た
め
の
、
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件 

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
６
号
）

　

補
正
額１

億
８
０
８
９
万
３
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
３
９
億
９
１
５
万
８
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）

　

補
正
額

　

１
億
２
９
３
０
万
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
４
０
億
３
８
４
５
万
８
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

　

１
８
０
万
８
０
０
０
円
増
額
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補
正
後
予
算
額

６
８
７
０
万
８
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
脛
永
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

１
５
８
万
８
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

２
０
０
８
万
８
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
市
場
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

４
３
万
７
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
７
０
３
万
７
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

１
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
２
６
２
４
万
８
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

１
３
４
万
４
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
億
５
３
８
０
万
４
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

３
４
９
万
４
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

７
億
６
６
２
９
万
４
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

４
７
３
万
９
０
０
０
円
増
額

○
揖
斐
川
町
春
日
観
光
案
内
所
兼
農
林
産
物

直
売
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

有
限
会
社
藤
田
美
創

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
徳
山
会
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
藤
橋
ビ
レ
ッ
ジ

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
ふ
じ
は
し
星
の
家
の
指
定
管
理

者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
藤
橋
ビ
レ
ッ
ジ

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

○
財
産
の
処
分

施
設
名
称　

揖
斐
川
町
介
護
予
防
拠
点

　
　
　
　
　
　

施
設
し
ず
や
ま

所　

在　

地　

志
津
山
字
谷
３
７
６
番
地

構　
　
　

造　

鉄
骨
造（
一
部
木
造
）

　
　
　
　
　
　

平
屋
建
て

延
べ
面
積　
２
４
６
．２
４
平
方
メ
ー
ト
ル

処
分
の
方
法　

譲
渡

処
分
価
格　

無
償

譲
渡
の
相
手
方　

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

ｉ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

請
願 

○
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
承
認
・
批
准
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

不
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
後
予
算
額１

億
５
３
１
万
３
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

５
８
１
万
９
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

２
億
５
１
２
８
万
１
０
０
０
円

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

　
　
　
　
　
　

春
日

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
春
日
特
産
開
発
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

　
　
　
　
　
　

春
日

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
久
保
田
工
務
店

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
谷
汲
ジ
ビ
エ
加
工
処
理
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
キ
サ
ラ
エ
フ

　
　
　
　
　
　

ア
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

議
会
活
動
報
告

10
月22

日 

10
月
月
例
会

22
日 

第
６
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

11
月５

日 

揖
斐
郡
三
町
議
会
議
員
研
修
会

17
日 

第
７
回
議
会
運
営
委
員
会

17
日 

11
月
月
例
会

17
日 

第
７
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

19
日 

町
有
施
設
視
察
研
修

22
日 

福
井
県
池
田
町
交
流
事
業

29
日 

冠
山
峠
道
路
工
事
進
捗
状
況
視
察

12
月３

日 

第
７
回
定
例
会
開
会　

本
会
議

６
日 

第
４
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

７
日 

第
４
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

９
日 

本
会
議　

一
般
質
問

10
日 

本
会
議　

第
７
回
定
例
会
閉
会

10
日 

第
６
回
全
員
協
議
会

22
日 

第
７
回
全
員
協
議
会
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高
橋
　
径
夫 

議
員

用
途
廃
止
施
設
・
休
止
施
設
等
の
除
去
に

つ
い
て

　

合
併
後
17
年
の
間
に
、
交
付
税
や
合
併

特
例
債
、
合
併
補
助
金
な
ど
で
様
々
な
施
設

が
整
備
さ
れ
て
き
た
反
面
、
従
来
か
ら
の

施
設
が
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
の
状
態
で
数

多
く
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
か
ら
不
要
な
施
設
は
撤
去
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
あ
る
中
で
、
私
も
町
の
幹
部

職
員
時
代
に
、
毎
年
あ
る
程
度
の
予
算
措
置

を
し
て
除
去
で
き
る
も
の
は
除
去
す
べ
き
と

意
見
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
行
に
移
せ
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
過
疎
化
が
進
む
中
、

使
用
さ
れ
な
い
施
設
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
み
す
ぼ
ら
し
い
施
設
が
立
ち
並
び
、
町
の

美
し
い
自
然
環
境
、
景
観
の
悪
化
、
人
口

減
少
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

町
外
か
ら
の
人
々
の
出
入
り
も
減
少
す
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。

　

今
後
、
財
政
的
に
も
益
々
厳
し
く
な
る
と

思
わ
れ
る
中
、
放
置
施
設
等
の
除
去
、
有
効

活
用
を
含
め
た
今
後
の
方
針
、
ま
た
改
修
を

立
木
　
秀
康 

議
員

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　

大
都
市
で
は
至
る
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
犯
罪
が
抑
止
さ
れ

て
い
る
反
面
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
地
方
で
は
犯
罪
が
増
加
し
、
特
に

子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
で
も
柿
や
金
属
の
盗
難
が
頻
発

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
子
ど
も
に

対
す
る
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
、
主
な
通
学

路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
多
発
す
る
犯
罪
を
抑
止
し
、

町
全
体
を
安
心
安
全
な
町
に
す
る
た
め
、

さ
ら
に
多
く
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
要
所
に
設
置

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
個
人
や
企
業
に
よ
る
設
置
を
奨
励

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

盗
難
な
ど
の
犯
罪
が
後
を
絶
た
ず
、
町
に

お
い
て
も
児
童
、
生
徒
へ
の
声
か
け
事
案
が

発
生
す
る
な
ど
、
犯
罪
は
身
近
に
潜
み
、

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
の
中
、
防
犯

カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
の
抑
止
や
犯
罪
発
生
時
の

早
期
解
決
に
大
変
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

揖
斐
警
察
署
の
調
べ
で
は
、
今
年
１
月

か
ら
10
月
ま
で
に
揖
斐
郡
内
で
子
ど
も
へ
の

声
か
け
事
案
が
22
件
発
生
し
、
そ
の
う
ち

19
件
が
池
田
町
と
大
野
町
で
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
で
は
他
町
と
接
し
て
い
る

地
区
の
通
学
路
を
中
心
に
、
地
域
の
主
要

箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
計
画
を

要
す
る
施
設
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
は
平
成
17
年
の
町
村
合
併
に
よ
り

多
く
の
公
共
施
設
を
所
有
す
る
こ
と
に

な
り
、
合
併
以
降
、
耐
震
化
、
改
築
、
改
修

等
を
実
施
し
、
廃
止
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て

は
取
り
壊
し
等
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
国
の
指
針
に
基
づ
き

平
成
28
年
に
揖
斐
川
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
、
公
共
施
設
の
総
量
の

適
正
化
、
長
寿
命
化
の
推
進
、
資
産
の
有
効

活
用
の
推
進
な
ど
、
基
本
方
針
を
定
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
計
画
策
定
以
降
、
廃
止
・

休
止
施
設
の
除
去
や
施
設
の
集
約
化
等
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
施
設
を
除
き
進
ん
で

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
を
進
め
、
施
設

の
状
況
や
財
源
の
確
保
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
た
上
で
、
早
急
に
除
去
計
画
を
策
定
し
、

今
後
は
取
り
壊
し
等
を
先
送
り
せ
ず
、
計
画

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

施
設
の
改
修
に
つ
い
て
も
、
施
設
の
状
況
や

財
源
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
計
画
的
に
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
て
、
今
年
度
は
清
水
地
区
で
実
施
を
し
て

い
ま
す
。

　

来
年
度
は
池
田
町
と
連
携
し
な
が
ら
養
基

小
校
区
で
の
整
備
を
考
え
て
お
り
、
以
後

順
次
他
地
区
に
も
整
備
を
進
め
、
で
き
る

だ
け
早
期
の
全
町
的
な
設
置
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
や
交
通
監
視
な
ど
設
置
の

必
要
な
場
所
は
数
限
り
な
く
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
児
童
、
生
徒
の
安
全
を
守
る
た
め
、

通
学
路
へ
の
設
置
を
優
先
し
な
が
ら
、
地
域

の
安
全
、
安
心
に
必
要
な
場
所
を
区
長
さ
ん

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
設
置
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

企
業
、
個
人
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

促
進
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
警
に
お
け
る

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を

案
内
し
な
が
ら
啓
蒙
、
推
進
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
木
　
秀
康 

議
員

公
民
館
の
利
用
促
進
と
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置

に
つ
い
て

　

公
民
館
は
各
地
域
に
あ
り
、
地
域
の
交
流

を
深
め
る
重
要
な
施
設
で
す
が
、
実
際
に
は

使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
ほ
と

ん
ど
の
時
間
は
閉
め
ら
れ
て
お
り
、
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
予
約
制
の
た
め
、
予
約
が
な
い

と
開
け
て
も
ら
え
ず
、
こ
れ
が
立
ち
寄
り

に
く
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
公
民
館
の
一
部
を
常
時
開
放

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
管
理
人
や
コ
ロ
ナ

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問及
び答弁は要約しています。）

議員8名が町政を問う
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な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
自
由
に
開
放
す
る
こ
と
で
、
何
か
の

つ
い
で
に
立
ち
寄
っ
た
り
、
若
者
の
集
い
の

場
と
し
て
の
使
い
方
も
考
え
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
設
置

に
つ
い
て
、
全
国
的
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
中
、
町
で
も
小
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
設
置
す
る
こ
と

は
デ
ジ
タ
ル
化
の
第
一
歩
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
小
中
学
生
が
学
校
以
外
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
議
論
で
き
る
共
通
の
場
が

非
常
に
少
な
い
中
で
、
公
民
館
で
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
利
用
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
民
館
だ
け
で
な
く
様
々
な

公
共
の
場
、
図
書
館
な
ど
の
人
の
集
ま
れ
る

場
所
全
般
に
つ
い
て
も
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
設
置

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

地
区
公
民
館
を
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、

利
用
し
や
す
い
場
所
に
す
る
こ
と
は
重
要

で
す
が
、
一
方
で
、
公
民
館
は
自
由
に
開
放

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
社
会
教
育
法
に
位
置
付
け
ら
れ
た

目
的
、
性
質
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
に
注
意
を

要
し
ま
す
し
、
施
設
を
開
放
す
る
に
は
管
理

人
を
常
駐
さ
せ
る
と
い
う
面
で
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
公
民
館
の
運
営
は
、
各
地
区
の

公
民
館
運
営
委
員
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
一
律
に
無
料
開
放
日

に
対
し
、
取
得
時
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の

カ
ー
ド
利
用
時
、預
金
口
座
と
の
紐
付
け
時
に
、

経
済
対
策
と
し
て
合
計
２
万
円
分
の
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
を
給
付
す
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。

　

町
長
は
こ
の
給
付
は
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
か
。

カ
ー
ド
の
有
無
で
差
別
す
る
こ
と
は
お
か

し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
導
入
当
初
、
個
人
情
報

の
漏
洩
な
ど
の
観
点
か
ら
、
役
場
の
中
で
も

他
人
か
ら
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
取
り
扱
い
に

注
意
し
、
カ
ー
ド
取
得
者
は
家
で
し
っ
か
り

保
管
す
る
よ
う
案
内
さ
れ
ま
し
た
が
、
健
康

保
険
証
や
運
転
免
許
証
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

毎
日
持
ち
歩
い
て
、
紛
失
し
て
も
安
全
な

対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
の
か
、
お
答
え
く
だ

さ
い
。

　

最
後
に
、
令
和
元
年
度
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
係
の
個
人
情
報
の
流
出
、
漏
洩

報
告
は
１
年
間
だ
け
で
２
１
７
件
も
あ
り
、

そ
の
流
出
元
は
、
国
、
官
庁
、
地
方
自
治
体
、

請
負
会
社
で
あ
り
、
個
人
の
不
注
意
で
の

漏
洩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
２
１
７
件
と
い
う
漏
洩
件
数
は
多
い

と
思
い
ま
す
か
。
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

町 
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
国
の
定
め
た

デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
に
お
い

て
、
最
高
位
の
公
的
な
本
人
確
認
ツ
ー
ル

と
し
て
、
国
は
、
そ
の
普
及
拡
大
に
地
方

公
共
団
体
と
協
力
し
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

を
設
け
る
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、
地
域
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
公
民
館
と
な
る
よ
う
、

公
民
館
長
を
中
心
に
地
域
の
皆
さ
ん
で
協
議

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
設
置
に
つ
い

て
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
の
中
で
、

公
共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
導
入
の
動
き
は

増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

整
備
、
運
営
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

一
部
の
公
民
館
を
除
き
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

な
ど
も
進
ん
で
い
な
い
中
で
、
各
地
区
公
民

館
か
ら
は
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
整
備
よ
り
ト
イ
レ

や
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
整
備
の
要
望
が
多
い

状
況
で
も
あ
り
、
今
後
の
公
民
館
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、

利
便
性
、
効
果
を
十
分
に
踏
ま
え
、
優
先

順
位
と
必
要
性
を
よ
く
検
討
し
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
公
民
館
へ
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

導
入
は
社
会
教
育
面
で
の
利
便
性
の
ほ
か
、

公
民
館
が
災
害
時
の
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
避
難
所
で
の
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
整
備

と
い
う
面
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
公
民
館
の
み

な
ら
ず
、
町
有
施
設
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
と
い
う
も
の
を
多
角
的
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
倉
　
昌
弘 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

政
府
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
者

と
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に

お
い
て
も
、
令
和
４
年
度
末
に
は
、
ほ
ぼ

全
国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
行
き

渡
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
身
分
証
明
書
以
外

に
も
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や

給
付
金
の
迅
速
な
支
給
、
さ
ら
に
は
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
に
よ
り
処
方
箋
や

特
定
健
診
の
履
歴
確
認
、
運
転
免
許
証
と

し
て
の
利
用
な
ど
利
便
性
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
い
る
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

給
付
に
関
す
る
質
問
で
す
が
、
こ
れ
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、普
及
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、

奨
励
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
私
は
差
別

で
な
い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、紛
失
の
際
の
安
全
な
対
策
で
す
が
、

皆
さ
ん
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
財
布
に
入
れ
て
持
ち

歩
い
て
い
る
の
は
、
カ
ー
ド
の
紛
失
や
盗
難

対
策
が
し
っ
か
り
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
安
心

し
て
持
ち
歩
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
同
様
に
、
紛
失
や
盗
難
時
に
は
24
時
間

３
６
５
日
受
付
の
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
改
ざ
ん
防
止
機
能
、
カ
ー
ド

自
体
に
は
税
情
報
や
年
金
情
報
な
ど
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報
は
記
録
さ
れ
な
い

な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
評
価
の
国
際

基
準
を
満
た
し
た
安
全
性
の
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
ま
で
で
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
、
国
や
関
係
機
関

に
お
い
て
安
全
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
情
報
漏
洩
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
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２
１
７
件
と
い
う
漏
洩
件
数
が
多
い
か
ど
う

か
は
、
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
町
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
漏
洩

事
案
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
職
員
向
け
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
の
実
施
、
組
織
的
、
人
的
、

物
理
的
、
技
術
的
な
面
か
ら
の
安
全
管
理

措
置
と
委
託
先
に
対
す
る
適
切
な
管
理
を

行
い
、漏
洩
対
策
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
倉
　
昌
弘 

議
員

揖
斐
高
原
に
つ
い
て

　

現
在
の
揖
斐
高
原
は
、
観
光
施
設
と
い
う

よ
り
半
分
以
上
が
残
土
処
分
場
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
坂
内
地
区
や
日
坂
地
区

の
ゲ
レ
ン
デ
も
ほ
ぼ
全
て
が
残
土
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、ゲ
レ
ン
デ
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

３
月
に
は
残
土
処
分
場
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
空
き
缶
が
入
っ
た
汚
泥
が
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
土
処
分
場
に
そ
う

い
っ
た
産
業
廃
棄
物
を
置
く
こ
と
自
体
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

熱
海
で
の
悲
惨
な
盛
土
流
出
事
故
で
は
、

盛
土
を
し
た
不
動
産
会
社
が
盛
土
に
木
く
ず

を
埋
め
る
な
ど
の
問
題
行
為
や
、
防
災
工
事

が
不
十
分
な
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
県
や

市
が
行
政
と
し
て
十
分
な
対
応
を
せ
ず
放
置

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
高
原
の
盛
土
も
流
出
す
れ
ば
河
川
の

氾
濫
な
ど
人
的
被
害
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

坂
内
の
現
場
、
日
坂
の
現
場
で
現
在
ど
れ

だ
け
の
残
土
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
対
策
が
し
っ
か
り

で
き
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

活
か
し
な
が
ら
、
町
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る

た
め
の
効
果
的
な
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
高
原
、貝
月
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
や
魚
釣
り
、

バ
ギ
ー
な
ど
自
然
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
他
に
も
自
然
を

活
か
し
た
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
の
で
、

施
設
間
で
の
連
携
、
ま
た
指
定
管
理
者
と
の

連
携
を
図
り
誘
客
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
冠
山
峠
道
路
の
開
通
や

鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
な
ど
に
よ
り
福
井
県

や
滋
賀
県
か
ら
の
人
や
物
の
流
入
が
見
込
め

る
た
め
、
交
流
ル
ー
ト
の
整
備
を
見
据
え
た

町
内
観
光
施
設
の
一
層
の
活
用
に
努
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

現
在
、
揖
斐
高
原
に
は
３
箇
所
の
残
土

処
分
場
が
あ
り
ま
す
。

　

１
箇
所
目
は
久
瀬
地
区
で
、
農
林
振
興
課

管
轄
の
事
業
で
発
生
す
る
残
土
を
、
最
大

受
入
量
約
４
万
㎥
に
対
し
、
約
２
万
㎥
ま
で

搬
入
し
て
い
ま
す
。

　

２
箇
所
目
は
坂
内
地
区
で
、
越
美
山
系

砂
防
事
務
所
の
工
事
で
発
生
す
る
残
土
を
、

最
大
受
入
量
約
13
万
㎥
に
対
し
、
約
３
万
㎥

ま
で
搬
入
し
て
い
ま
す
。

　

３
箇
所
目
は
坂
内
地
区
で
、
県
土
木
事
業

の
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
で
発
生
し
た
残
土
を
、

最
大
受
入
量
約
10
万
㎥
に
対
し
、
約
３
千
㎥

ま
で
搬
入
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
３
箇
所
全
て

砂
防
指
定
地
内
の
盛
土
で
す
の
で
、
許
可

条
件
で
あ
る
「
盛
土
材
料
」
や
「
盛
土
高
」、

　

次
に
、
盛
土
を
し
た
土
地
を
今
後
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
予
定
な
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
揖
斐
高
原
は
、
今
で
も
コ
テ
ー
ジ

な
ど
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
魚
釣
り
、

バ
ギ
ー
体
験
な
ど
、
自
然
を
活
か
し
た
大
切 

な
観
光
施
設
で
す
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す

に
は
小
さ
な
子
ど
も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る

場
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う

に
観
光
資
源
と
し
て
揖
斐
高
原
、
貝
月

リ
ゾ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
く
の
か
、
町
長
に

お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

揖
斐
高
原
の
残
土
に
つ
い
て
は
、
鉄
嶺

ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど
、
国
、
県
が
実
施
し
て

い
る
工
事
で
発
生
し
た
残
土
で
あ
り
、
そ
の

搬
入
土
は
採
出
元
証
明
書
に
よ
る
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
土
の
中
に

ご
み
が
混
入
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
が
、

盛
土
の
際
に
分
別
し
処
分
し
て
お
り
、
町

と
し
て
は
、
残
土
処
分
場
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
産
業
廃
棄
物
が
大
量
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
、
熱
海
の
盛
土
流
出

事
故
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
揖
斐
高
原
の

残
土
は
、
熱
海
の
よ
う
に
斜
面
に
民
間
が

行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
、
県
、
町
が

管
理
し
て
お
り
、
危
険
性
、
安
全
性
も
熱
海

と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。
残
土
の
搬
入

量
や
、
災
害
対
策
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
長
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

次
に
、残
土
処
分
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

町
は
町
域
の
90
％
以
上
が
森
林
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
町
で
す
の
で
、
そ
の
自
然
を

「
法
面
処
理
」、「
排
水
施
設
」等
の
技
術
審
査

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

熱
海
で
の
盛
土
崩
壊
に
つ
い
て
は
、
盛
土

箇
所
が
砂
防
指
定
地
内
で
は
な
く
、
技
術

基
準
の
な
い
箇
所
の
崩
壊
で
す
。

　

揖
斐
高
原
の
３
箇
所
の
盛
土
管
理
は
、国
、

県
、
町
が
直
接
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

若
園
　
敏
朗 

議
員

消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

１
年
前
に
町
長
の
所
信
表
明
に
お
い
て
、

消
防
団
改
革
を
謳
わ
れ
て
か
ら
、
定
数
削
減

と
操
法
大
会
の
中
止
が
決
ま
り
、
揖
斐
川
町

消
防
団
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

消
防
庁
の
検
討
会
で
は
、
社
会
情
勢
が

変
わ
っ
て
も
消
防
団
の
存
在
意
義
は
不
変

で
あ
り
、
報
酬
等
の
見
直
し
、
社
会
的
認
識

や
理
解
を
深
め
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
、

活
動
や
訓
練
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
消
防
団
に

対
し
て
厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
の
で
、
町
の

消
防
団
改
革
は
、
消
防
委
員
会
で
も
時
間
を

か
け
、
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
改
革
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
改
革
の
中
で
、
危
惧
す
る

こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
消
防
力
の
低
下
で
す
。
団
員

を
７
０
０
人
か
ら
６
０
０
人
に
削
減
す
れ
ば

当
然
消
防
力
は
低
下
し
ま
す
。ま
た
、大
野
町
、

池
田
町
の
団
員
数
や
消
防
車
両
数
と
は
大
き
な

差
が
あ
り
、
町
で
も
車
両
数
な
ど
の
見
直
し
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を
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
消
防
力
を
落
と

さ
ず
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
す
か
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
地
区
内
へ
の
揖
斐
郡
消
防

の
分
署
新
設
を
望
む
声
が
あ
り
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
指
揮
命
令
系
統
の
徹
底
が

脆
弱
化
す
る
こ
と
で
す
。
消
防
団
の
活
動
は

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
操
法
訓
練
に

よ
り
指
揮
命
令
系
統
や
規
律
が
確
立
さ
れ

安
全
確
保
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
操
法

大
会
の
中
止
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
う
確
立

さ
れ
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下

で
す
。
活
動
の
負
担
感
や
厳
し
さ
か
ら
消
防

団
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
、
若
者
の
加
入
意
欲
の
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
と
い
う
消
防
団
本
来
の
意
義
を
示
し
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
に
変
え
て
い
く

よ
う
な
広
報
の
あ
り
方
を
含
め
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
火
災
だ
け
で
な
く
多
発
化
、

激
甚
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
防
災

部
局
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
地
域

防
災
力
の
充
実
、
強
化
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
新
聞
発
表
で
町
長
は
「
身
の
丈
に

合
っ
た
消
防
団
」
に
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
の
あ
り
方

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

町
で
は
、
団
員
確
保
の
課
題
を
受
け
、

急
激
な
人
口
減
少
の
中
で
合
併
以
後
見
直
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
消
防
団
員
の
定
員
を
見
直
し

　

最
後
に
、「
身
の
丈
に
合
っ
た
消
防
団
」

で
す
が
、
町
に
と
っ
て
団
員
数
や
車
両
数
等

は
ど
の
程
度
が
適
正
か
、
持
続
可
能
な
規
模

か
を
、
人
口
や
財
政
規
模
を
勘
案
し
、
引
き

続
き
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

衣
斐
　
良
治 

議
員

除
雪
に
つ
い
て

　

除
雪
は
安
心
で
安
全
な
町
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
業
務
で
あ
り
、
安
定
的
か
つ

総
合
的
な
除
雪
体
制
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
除
雪
路
線
の
見
直
し
も
含
め
、

最
大
限
の
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

昨
シ
ー
ズ
ン
の
よ
う
な
大
雪
に
な
る
と
、

高
齢
者
な
ど
自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
方

に
は
大
き
な
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

全
国
で
は
、
高
齢
者
の
一
人
世
帯
の
雪
か
き

を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
す
る
な
ど
、

地
域
の
協
議
会
で
仕
組
み
を
作
り
、
き
め

細
か
い
対
応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
、
小
型
除
雪
機
購
入
補
助

金
な
ど
を
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
行
き

届
か
な
い
離
れ
た
一
軒
家
や
高
齢
者
宅
な
ど

を
地
域
、
個
人
で
対
応
で
き
る
よ
う
地
域
で

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
促
進
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

町 

長

　

小
型
除
雪
機
購
入
補
助
金
は
、
除
雪
さ
れ

な
い
生
活
道
路
や
通
学
路
の
除
雪
が
補
助
の

条
件
で
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
除
雪
機
を

ま
し
た
が
、
そ
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、

消
防
団
の
各
分
団
と
各
地
区
と
で
協
議
を

お
願
い
し
、
消
防
力
を
含
め
て
検
討
さ
れ
た

団
員
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
即
、
消
防
力
の

低
下
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
車
両
や
消
防
車
庫
に

つ
い
て
も
、
定
員
の
見
直
し
に
続
き
、
消
防

団
、
地
域
、
議
会
、
消
防
委
員
会
等
で
し
っ

か
り
審
議
い
た
だ
き
、
あ
る
べ
き
姿
、
あ
る

べ
き
数
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
署
の
分
署
に
つ
い
て
は
、

他
町
と
の
協
議
、
費
用
、
用
地
の
問
題
と

調
整
事
項
も
様
々
あ
り
、
容
易
な
ら
ざ
る

問
題
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

操
法
大
会
の
廃
止
に
伴
う
指
揮
命
令
系
統

の
脆
弱
化
に
つ
い
て
は
、
操
法
大
会
の
訓
練

に
お
け
る
有
益
性
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

本
来
の
訓
練
の
主
旨
か
ら
外
れ
、
順
位
を

争
う
た
め
の
連
日
連
夜
の
訓
練
が
、
非
常
な

負
担
と
な
り
、
消
防
団
員
確
保
の
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
消
防
団
に
お
い
て
訓
練
内
容
の

検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
山
林
火
災
を
含
め

町
の
地
形
に
即
し
た
実
践
的
な
訓
練
を
図
る

こ
と
で
、
操
法
大
会
は
廃
止
し
て
も
機
械

器
具
の
適
切
な
取
扱
い
と
併
せ
、
指
揮
命
令

系
統
の
徹
底
も
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
改
革
と
Ｐ
Ｒ
活
動

で
す
が
、
今
回
消
防
団
員
の
定
数
削
減
、

処
遇
改
善
、
操
法
大
会
の
廃
止
と
い
う
大
き

な
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
新
し
い

消
防
団
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会 

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
操
法
大
会
の
廃
止

に
よ
り
、
消
防
団
に
対
す
る
若
い
方
の

イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
り
、
入
団
の
ハ
ー
ド
ル
も

下
が
っ
て
く
る
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

活
用
さ
れ
、
町
で
の
除
雪
困
難
な
場
所
に

つ
い
て
は
、
地
区
で
も
除
雪
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
、
そ
れ
が
自
助
、
共
助
で
あ
り
、

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
協
議
会
や
自
主
防
災
組
織
の

活
動
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
現
状
に
合
っ
た
対
応
を
さ
れ
、

除
雪
で
き
な
い
箇
所
が
減
ら
せ
ま
す
よ
う
、

各
地
区
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

現
在
、
積
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
高
齢

者
宅
対
応
と
し
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら

事
前
に
家
族
に
連
絡
し
、
親
戚
宅
等
へ
の

移
動
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
補
助
金
で
購
入
さ
れ
た
小
型
除
雪
機

に
つ
い
て
は
、
保
有
者
と
地
域
で
協
議
い
た

だ
き
、
必
要
な
箇
所
を
除
雪
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
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衣
斐
　
良
治 

議
員

委
員
見
直
し
後
の
業
務
の
推
進
と
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
と
保
健
推
進
員
は

廃
止
の
方
向
と
聞
い
て
い
ま
す
。
推
進
員
が

廃
止
と
な
っ
て
も
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

今
後
も
当
然
に
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
で

あ
り
、
例
え
ば
、
必
要
に
応
じ
講
習
会
を

開
催
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
分
別

方
法
が
確
認
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
な
ど
の

対
応
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
保
健
推
進
に
つ
い
て
も
、
今
後

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

次
に
、女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
で
す
が
、

近
年
は
、
防
火
に
加
え
防
災
活
動
も
重
要
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
女
性
の
働
き
方
、

生
活
ス
タ
イ
ル
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
に
特
化
す
る
必
要
も

な
く
、
防
火
も
含
め
地
域
と
し
て
ど
う
防
災

力
を
高
め
る
か
と
い
う
課
題
の
中
で
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
が
担
っ
て
き
た
役
割
を
自
主

防
災
組
織
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能

で
す
が
、
町
と
し
て
現
行
の
組
織
を
重
視

す
る
か
、
自
主
防
災
組
織
の
一
員
と
し
て

位
置
付
け
て
い
く
の
か
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
と
し
て
残
す
場
合
、「
女
性

防
災
ク
ラ
ブ
」
と
名
称
を
変
更
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

衣
斐
議
員
か
ら
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

保
健
推
進
員
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
形
骸
化

間
で
１
７
５
人
の
減
と
な
っ
て
お
り
現
在
の

実
員
数
は
２
８
８
人
で
す
。
現
在
各
地
区
で

区
や
班
に
配
置
で
き
る
よ
う
選
任
し
て

も
ら
っ
て
お
り
、
今
後
も
選
出
可
能
な
人
員

で
お
願
い
す
る
こ
と
を
消
防
委
員
会
で
協
議

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
操
法

大
会
へ
の
支
援
な
ど
、
本
来
の
目
的
を
超
え
た

活
動
に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い
ま
し
た
が
、

本
来
の
活
動
へ
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
活
動

内
容
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
に
組
み
入
れ
る
こ
と
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

名
称
に
つ
い
て
は
、
全
国
組
織
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
す
ぐ
「
女
性

防
災
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
に
変
更
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

衣
斐
　
良
治 

議
員

自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
強
化
に
つ
い
て

　

過
去
の
災
害
か
ら
も
、
自
助
、
近
助
、

互
助
、
共
助
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組
織
の

果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
活
動
と
し
て
は
、
一
番
重
要
な
、
被
災

し
な
い
よ
う
に
す
る
事
前
の
備
え
、
そ
し
て

災
害
が
起
き
て
か
ら
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
し
て

い
く
た
め
に
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

地
域
防
災
実
施
計
画
の
策
定
や
訓
練
な
ど

幅
広
く
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
町
か
ら
お
願
い
し
て

い
く
だ
け
で
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
が

し
て
い
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

既
に
目
的
を
達
成
し
た
り
、
存
在
意
義
が

薄
れ
た
役
割
に
つ
い
て
は
地
域
の
人
的
負
担

軽
減
の
た
め
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
行
政
や
保
健

行
政
は
、
こ
れ
ら
役
職
の
廃
止
に
関
係
な
く
、

行
政
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
先
の

消
防
委
員
会
で
、
女
性
の
み
で
一
つ
の
組
織

を
立
ち
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
一
員

と
し
て
、
ま
た
地
域
の
女
性
と
し
て
で
き
る

役
割
を
各
家
庭
や
地
域
で
担
わ
れ
た
く
、

将
来
的
に
は
自
主
防
災
組
織
の
中
で
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
も
ら
え
る
形
に
し
た
い

と
伝
え
ま
し
た
。

　

今
後
、
消
防
車
両
の
見
直
し
に
伴
う
消
防

団
定
員
の
第
２
弾
の
削
減
と
併
せ
て
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
の
自
主
防
災
組
織
へ
の
編
入

に
つ
い
て
も
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
段
階

的
な
取
り
組
み
も
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

長
年
に
わ
た
る
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
、

保
健
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
り
、
分
別
収
集
や

健
康
増
進
に
対
す
る
意
識
も
向
上
し
、
定
着

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
を
も
っ
て

両
推
進
員
は
廃
止
と
し
ま
す
が
、
引
き
続
き

広
報
等
に
よ
り
周
知
徹
底
に
努
め
、
業
務
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

総
務
部
長

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
に
つ
い
て
は
、
10
年

あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
強
化

は
町
の
防
災
計
画
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

行
政
の
大
き
な
役
割
で
す
が
、
何
よ
り
住
民

と
行
政
が
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
３
点
の
質
問
を
し
ま
す
。

①
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
設
置
状
況
を

把
握
し
て
い
ま
す
か
。把
握
し
て
い
る
な
ら
、

そ
の
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
町
の
防
災
計
画
で
は
、
消
防
Ｏ
Ｂ
の

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
、
住
民
に
よ
る
地
区
内
の
防
災

活
動
の
推
進
の
た
め
の
計
画
の
作
成
、
自
主

防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
た
研
修
の

実
施
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

③
町
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と

強
化
に
つ
い
て
の
見
解
と
今
後
の
対
応
を

お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、以
前
か
ら
、

組
織
化
や
活
動
に
つ
い
て
町
か
ら
各
地
区
に

お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
十
分
な

指
導
、
育
成
が
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ず
、

地
区
に
よ
り
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
広
い
意
味
で
地
域

づ
く
り
組
織
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域

づ
く
り
組
織
に
お
い
て
も
自
主
防
災
の
あ
り

方
を
含
め
た
組
織
づ
く
り
、
活
動
の
検
討
が

必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
十
分
と
い
え

な
か
っ
た
組
織
づ
く
り
の
手
助
け
と
し
て
、

温
度
差
の
あ
る
地
域
組
織
ご
と
に
ど
の
よ
う
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に
手
助
け
で
き
る
か
、
関
わ
り
が
望
ま
し
い

か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
部
長

①
町
に
報
告
の
あ
る
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
設
置
状
況
は
、
74
区
、
78
組
織
で
す
。

そ
れ
以
外
の
地
域
で
の
組
織
化
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
現
時
点
で
地
域
消
防
防
災
活
動
協
力
員
の

任
命
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
防
Ｏ
Ｂ
、
防
災

士
な
ど
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
い
た
だ
け
る
方
々
と
は
連
携
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
防
災
訓
練
な
ど
各
地
区
で
の

避
難
体
制
、
防
火
、
防
災
講
習
な
ど
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会
を
つ
く
る
ほ
か
、

地
区
に
お
け
る
自
発
的
な
計
画
作
成
な
ど
の

事
務
的
支
援
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

研
修
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も
区
長
研
修

会
で
防
災
、
減
災
な
ど
の
講
演
会
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
多
様
な
機
会
で
可
能
な
限
り

研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
事
情
や
環
境
も
様
々
で
あ
り
、

強
制
的
、
画
一
的
な
形
で
は
困
難
な
た
め
、

町
で
は
区
長
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
と
協
力

し
つ
つ
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
自
主
防
災

組
織
の
育
成
と
強
化
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町 

長

　

自
助
、
共
助
、
公
助
と
い
う
考
え
方
の

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
地
域
の
運
営
や

活
動
に
「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

た
ち
で
」
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
は

大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
住
民
が
一
緒
に
と
い
う
ご
指
摘

で
す
が
、
自
主
、
自
発
、
自
助
、
共
助
が

基
本
理
念
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
お
い
て
は
、

町
が
密
接
に
関
わ
り
す
ぎ
る
こ
と
は
避
け
、

町
民
が
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

な
お
さ
ら
自
主
性
、
主
体
性
を
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
、
表
現
は
難
し
い
で
す
が
、

付
か
ず
離
れ
ず
、
見
守
り
な
が
ら
お
手
伝
い

す
る
よ
う
な
感
じ
で
支
援
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
地
域
づ
く
り
組
織
へ
の
事
業

補
助
金
を
設
け
ま
し
た
が
、
は
じ
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
該
事
業
は
、
今
年
度
よ
り
は
じ
め
た

ば
か
り
で
す
の
で
、
来
年
度
も
引
き
続
き

予
算
を
確
保
し
、
支
援
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
率
を
含
む
補
助
制
度
で
す

が
、
町
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
先
進
地

で
あ
る
春
日
地
区
の
協
議
会
で
は
、
持
続

可
能
な
組
織
運
営
を
行
う
た
め
、
地
域
協
議

会
の
活
動
の
中
で
自
主
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
を
考
え
、
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
額
補
助
は
団
体
に
と
っ
て
は
ベ
ス
ト

で
す
が
、
本
来
の
補
助
金
の
あ
り
方
や
、

持
続
可
能
な
運
営
と
い
う
点
で
は
、
自
主

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
考
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

宮
部
　
一
也 

議
員

住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て

　

政
府
が
推
奨
し
て
い
る
「
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
」
と
は
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に

行
政
な
ど
と
連
携
し
て
地
域
の
困
り
ご
と
に

対
応
す
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
続
け
た
い
と

い
う
願
い
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域

で
は
、
地
域
住
民
が
自
治
体
や
事
業
者
な
ど

と
協
力
・
役
割
分
担
し
な
が
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
総
合
戦
略
に
お
い
て
、「
持
続

可
能
な
地
域
の
創
生
を
目
的
と
し
た
住
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
」
を
謳
っ
て

い
ま
す
。
進
捗
に
差
は
あ
れ
、
町
内
の
多
く

の
地
域
で
は
住
民
自
ら
が
問
題
意
識
を
持
ち
、

課
題
解
決
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
活
動
を

既
に
始
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

３
月
議
会
の
一
般
質
問
の
町
長
答
弁
で
は
、

「
地
域
住
民
の
自
主
性
を
損
な
わ
な
い
た
め

に
も
、
町
が
画
一
的
に
関
わ
る
、
指
導
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
揖
斐
川
町
の
住
民
が
十
分
に
成
熟
し
て

き
た
今
こ
そ
、
行
政
と
住
民
が
一
緒
に
な
り

町
全
体
で
協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、町
長
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

　

ま
た
、
３
月
の
段
階
で
支
援
事
業
を
考
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
現
在
ま
で
の

実
績
と
来
年
度
も
支
援
事
業
を
継
続
し
た
い

と
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　

一
方
で
、
こ
の
事
業
は
補
助
率
が
２
分
の

１
で
あ
り
使
い
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
り

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

点
で
は
、
先
ほ
ど
の
除
雪
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
各
地
域
で
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
も
尽
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

國
枝
　
誠
樹 

議
員

個
業
誘
致
と
創
業
・
起
業
支
援
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
町
を
目
指
し
策
定
し
た
町
の

総
合
戦
略
に
、
企
業
誘
致
・
個
業
誘
致
が

あ
り
ま
す
。
空
き
家
物
件
な
ど
を
活
用
し
て

個
業
を
誘
致
し
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、
企
業
誘
致
の

た
め
の
改
修
補
助
な
ど
、
新
し
い
働
き
方

に
も
着
目
し
個
業
を
営
む
人
や
企
業
を
呼
び

込
む
と
い
う
施
策
で
、
空
き
家
を
活
用
し

個
業
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化

や
コ
ス
ト
面
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
空
き

家
の
活
用
と
い
う
面
か
ら
も
、
と
て
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

郡
上
市
に
は
「
チ
ー
ム
ま
ち
や
」
と
い
う

移
住
者
や
起
業
者
と
空
き
家
を
結
び
つ
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、関
市
に
は「
本
町
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

と
い
う
起
業
前
に
試
験
的
に
出
店
で
き
る

起
業
者
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
各

市
町
の
状
況
で
方
法
は
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、起
業
を
目
指
す
方
を
応
援
す
る
こ
と
で
、

魅
力
あ
る
個
業
が
増
え
、
揖
斐
川
町
の
新
し

い
魅
力
と
な
り
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
２
点
の
質
問
を
し
ま
す
。

①
個
業
誘
致
、
起
業
支
援
に
つ
い
て
、
ベ
ー

シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
よ
う
な
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
応
援
す
る
制
度
が
あ
る
と
、
町
の

新
し
い
魅
力
と
な
る
個
業
が
増
え
る
の
で
は
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な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
補
助
や
支
援
が
受
け
ら
れ
、

何
件
の
活
用
事
例
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、

今
後
受
け
ら
れ
る
支
援
等
が
あ
り
ま
す
か
。

②
個
業
誘
致
・
企
業
支
援
に
は
、
部
局
を

ま
た
い
だ
対
応
、
他
団
体
と
の
連
携
や
協
力

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

①
町
で
は
、
商
工
会
や
西
美
濃
創
生
広
域

連
携
推
進
協
議
会
の
「
創
業
支
援
事
業
」、

中
小
企
業
庁
に
よ
る
「
岐
阜
県
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」
に
お
い
て
、
起
業
や
販
路
拡
大
、

経
営
相
談
な
ど
の
相
談
業
務
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
起
業
の
際
に
必
要

と
な
る
資
金
の
支
援
は
、
岐
阜
県
で
は
、

新
規
創
業
者
へ
の「
岐
阜
県
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
支
援
補
助
金
」
や
東
京
圏
か
ら
移
住
し

起
業
し
た
方
を
対
象
と
し
た
「
岐
阜
県
地
域

課
題
解
決
型
起
業
支
援
金
」が
あ
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
新
規
就
農
に
は
補
助

制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起
業
・
個
業
に

対
し
て
の
支
援
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
岐
阜
県
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
も
強
力
に
支
援

す
る
た
め
、
町
単
独
で
の
上
乗
せ
補
助
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、「
揖
斐
川
町
新
築
事
業
所

建
設
等
奨
励
金
」
や
起
業
の
た
め
に
融
資
を

受
け
た
際
の
利
子
の
一
部
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

起
業
に
関
す
る
相
談
は
、
令
和
２
年
度
は

11
件
、
そ
の
う
ち
起
業
さ
れ
た
の
が
６
件
、

令
和
３
年
は
５
件
で
、
起
業
さ
れ
た
の
は

　

一
方
、
岐
阜
県
側
の
藤
橋
地
区
は
、
観
光

客
を
呼
び
込
め
る
魅
力
的
な
施
設
が
少
な
く
、

徳
山
ダ
ム
も
観
光
的
な
魅
力
は
少
な
い
た
め
、

単
な
る
通
過
点
と
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
が

あ
り
ま
す
。

　

徳
山
ダ
ム
周
辺
の
観
光
施
設
の
充
実
、

ダ
ム
湖
自
体
の
観
光
地
化
、
藤
橋
道
の
駅
の

見
直
し
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
華
厳
寺

の
あ
る
谷
汲
や
横
蔵
地
区
の
活
性
化
な
ど

思
い
切
っ
た
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
も
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
得
る
た
め
大
手

企
業
に
相
談
す
る
の
も
一
手
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
内
観
光
拠
点
の
現
状
に
対
す
る

認
識
と
、
冠
山
峠
道
路
開
通
後
の
観
光
振
興

に
対
す
る
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

冠
山
峠
道
路
が
開
通
す
る
と
、
岐
阜
県
と

福
井
県
が
最
短
ル
ー
ト
で
結
ば
れ
、
年
間
を

通
じ
て
通
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

閉
塞
感
の
あ
っ
た
揖
斐
川
町
が
、
北
陸
圏

と
の
往
来
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
災
害
に

強
い
道
路
や
物
流
面
で
の
利
用
の
増
加
な
ど

様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、

北
陸
圏
か
ら
の
観
光
交
流
人
口
の
増
加
や

商
圏
の
拡
大
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
福
井
県
知
事
と
岐
阜
県
知
事
の

懇
談
会
が
行
わ
れ
、
岐
阜
県
と
福
井
県
を

巡
る
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
目
指
す

方
針
で
合
意
さ
れ
た
と
も
聞
い
て
お
り
、ま
た
、

先
日
、岐
阜
県
知
事
が
来
町
さ
れ
た
際
に
は
、

冠
山
峠
道
路
や
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
が

進
む
と
、
福
井
県
の
み
な
ら
ず
滋
賀
県
か
ら

の
交
流
、
物
流
も
活
発
と
な
る
こ
と
か
ら
、

５
件
で
し
た
。
利
子
補
給
制
度
の
実
績
は

現
段
階
で
１
件
で
す
。

②
従
来
は
、
個
業
誘
致
・
企
業
支
援
の
担
当

課
は
、
観
光
事
業
は
観
光
文
化
戦
略
課
、

商
工
業
は
産
業
振
興
課
と
縦
割
り
と
な
り

部
局
間
の
連
携
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
機
構
改
革
に
よ
り
商
工
観
光
課

に
一
本
化
し
た
こ
と
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
商
工
会

や
金
融
機
関
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め

支
援
の
拡
充
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
や
利
用
し
て
い
な
い
公
共

施
設
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
も
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
個
業
支
援

等
を
積
極
的
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

宇
佐
美
　
直
道 
議
員

冠
山
峠
道
路
開
通
を
見
据
え
た
町
内
観
光

拠
点
の
充
実
に
つ
い
て

　

冠
山
峠
道
路
は
令
和
５
年
内
に
開
通
予
定

と
聞
い
て
い
ま
す
。
開
通
後
の
計
画
交
通
量

は
１
日
１
２
０
０
台
と
さ
れ
て
お
り
、
観
光

客
の
増
加
を
見
据
え
た
観
光
拠
点
の
充
実
、

観
光
産
業
の
振
興
は
、
地
場
産
業
に
乏
し
い

当
町
に
と
っ
て
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

冠
山
峠
道
路
の
福
井
県
側
で
あ
る
福
井

県
池
田
町
で
は
、
日
本
最
大
級
の
滑
空
施
設

メ
ガ
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ウ
ト

ド
ア
施
設
や
屋
内
体
験
施
設
、
宿
泊
施
設
の

充
実
に
よ
り
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

３
県
に
よ
る
観
光
周
遊
ル
ー
ト
、
交
流
ル
ー
ト

の
具
現
化
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
冠
山
峠
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、

観
光
客
の
単
な
る
通
過
点
に
な
ら
な
い
よ
う

新
た
な
観
光
拠
点
の
整
備
や
既
存
の
観
光

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
活
性
化
に
結
び

つ
く
よ
う
な
魅
力
的
な
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開

も
含
め
て
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
拠
点
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
広
く
民
間
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
も
活
用
し
な
が
ら
、
施
設
の
活
用
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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～子育て世帯の皆様へ～  給
・

付
・

金
・

の申請はお済みですか？
令和3年度子育て世帯への臨時特別給付金について

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、臨時特別的な給付措置として、子育て世帯に対し給付金の支給
を行うものです。※本給付金は、全国一律の制度として実施しています。

1.支給対象者… ………次の❶から❸のいずれかに該当する、令和3年度分の所得が児童手当支給相当の方

2.給付額… ……………児童一人あたり一律10万円（現金一括給付）

3.給付金の支給手続き
支給対象者❶に該当する方で、その児童手当を揖斐川町から受給した方には、令和3年12月に支給済みです。（同時
に高校生を養育している方には、高校生分も一緒に支給しています。）
児童手当を所属庁から受け取っている公務員の方、また支給対象者❷および❸に該当する方は申請が必要です。

※令和3年12月時点で支給対象となっている方には、個別にお知らせを送付しています。
※その他、申請受付期間中に支給対象となった方、申請を希望される方は、申請様式を揖斐川町ホームページより
　ダウンロードしていただくか、揖斐川町役場子育て支援課窓口までお越しください。

4.申請受付期限………令和4年3月31日（木）まで

5.お問い合せ… ………◦内閣府コールセンター　　　℡0120-526-145　受付時間：平日9時〜20時（土日祝休）
… …◦揖斐川町役場子育て支援課　℡22-2111（内線242）

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分・ひとり親世帯以外分）について（再度のお知らせ）

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活
支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金の支給を行っています。
　※本給付金は、全国一律の制度として実施しています。
　※本給付金は、令和3年6月からご案内しています。すでに受給された方は、再度対象とはなりませんので、ご注意ください。
　　また、併給はできません。

1.支給対象者
令和4年3月末時点で18歳までの児童（一定基準以上の障がいがある場合は20歳未満）を養育している方

2.給付額… ……………児童一人あたり一律5万円

3.給付金の支給手続き
給付金を受け取るには、申請が必要です。申請書および添付書類を役場子育て支援課にご提出ください。

4.申請受付期限………令和4年2月28日（月）まで

5.お問い合せ… ………◦厚生労働省コールセンター　受付時間：平日9時〜18時
… …　℡0120-400-903（ひとり親世帯分）
… …　℡0120-811-166（ひとり親以外世帯分）
… …◦揖斐川町役場子育て支援課　℡22-2111（内線242）

ひとり親世帯分…❶から❸いずれかに該当するひとり親の方（ひとり親世帯以外分の給付金を受け取った方を除く）
　　❶令和3年4月分の児童扶養手当を受給した方
　　❷公的年金等を受給しており、令和3年4月分の児童扶養手当の支給が全額停止となっている方
　　❸新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変し、児童扶養手当受給相当の収入となった方

ひとり親以外世帯分…次の❶❷どちらかに該当する方（ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く）
　　❶令和3年度住民税（均等割）が非課税の方
　　❷令和3年1月1日以降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となった方

❶児童手当受給者　………… 令和3年9月分の児童手当を受給した方
❷高校生支給対象者………… 平成15年4月2日から平成18年4月1日までに生まれた高校生
… （もしくはそれに準ずる児童）を養育している方
❸新生児支給対象者………… 令和3年9月1日から令和4年3月31日までに生まれた児童を
… 支給対象児童とした児童手当受給者の方
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「所得税及び復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」「所得税及び復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」ののお知らせお知らせ

申告受付期間  2月16日（水）～3月15日（火）※土・日・祝日を除く

　町県民税の申告書は、2月上旬頃郵送予定です。申告書が届かなくても必要な方は申告してください。
　申告には、所得税及び復興特別所得税の確定申告（国税）と町県民税申告（地方税）がありますが、所得税及び復興特別
所得税の確定申告をされますと、同時に「町県民税申告」がされたものとみなされます。

　令和4年1月1日現在、揖斐川町内に住所のある方で、次の①～③のすべてに当てはまる方

①所得税及び復興特別所得税の確定申告をされない方

②給与所得のあった方で勤務先から役場へ「給与支払報告書」の提出のない方
　※提出の有無は勤務先にご確認ください。

③営業、地代、家賃、配当、農業、年金などの所得があった方
注）令和3年中に所得がなかった方でも、申告が必要な場合があります。
　（生活状況等を記入して申告していただくこととなります。）

◦国民健康保険に加入している方（国民健康保険税の計算に必要となります。）
◦所得に関する証明書が必要な方（国民年金保険料免除申請、福祉医療、児童扶養手当などの公的扶助､ 町営住宅

入居、幼児園入所、教育等に関する申請に必要となる場合があります。）

町県民税申告が必要な方

公的年金等を受給されている方で、次の①・②のどちらにも当てはまる方は確定申告が不要です。

① 公的年金等の収入金額が400万円以下の方（複数から受給されている場合は、その合計額です。）

② 当該年金以外の他の所得金額の合計が20万円以下の方
注）所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要となります。
※確定申告書の提出を要しない場合であっても、公的年金等に係る雑所得以外に所得のある方や控除内容に変更または追加のある方	
　などは、町県民税の申告が必要になる場合があります。

年金受給者の確定申告不要制度

（1）	令和3年中の所得金額の合計額から所得控除の合計額を差し引いた金額が税額控除（住宅ローン控除等）の	
	 合計額以上の方。

（2）	給与所得者のうち、たとえば、次のような方が該当します。
① お勤め先で年末調整を受けていない方
② 2カ所以上から給与を受けていて、年末調整をされなかった給与収入金額と、給与所得及び退職所得 
　 以外の所得金額との合計額が20万円を超える方
③ 給与所得者の方で給与などの収入金額の合計額が2,000万円を超える方

（3）	土地、建物、株などの売却による譲渡所得のあった方（但し、上場株式の譲渡所得で、特定口座の取引で源泉	
	 徴収されている場合は、申告しなくても差し支えありません。）

（4）	上記以外の方でも医療費控除、寄附金控除または雑損控除など各種控除を受けたい方や、雑所得や一時所得	
	 など各種所得の合計額から所得控除を差し引いて残額のある方などは、確定申告をする必要があります。

所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方
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申告期間中は会場が大変混雑します。混雑緩和のため次の点にご協力ください。
◦営業・不動産・農業所得のある方は、収支内訳書を事前に作成し持参してください。
　収支内訳書については、役場税務課（各振興事務所）または、国税庁のホームページからも取得できますので

ご利用ください。

◦「医療費控除の明細書」は、医療機関・薬局・かかった人毎に集計、記入してください。明細書の様式については、 
役場税務課（各振興事務所）または、町及び国税庁のホームページからも取得できますのでご利用ください。
揖斐川町ホームページhttps://www.town.ibigawa.lg.jp　　国税庁ホームページhttps://www.nta.go.jp

◦「収支内訳書」の事前作成や「医療費控除の明細書」などの集計ができていない場合は、申告相談をお受けでき
ない場合があります。

◆お願い◆

【お問い合せ】揖斐川町役場税務課　℡ 22-2111

　領収書（レシート）の添付・提示に代わり、「医療費控除の明細書」または「セルフメディケーション税制の明細書」
（令和3年1月から12月の間に支払ったもの）を記入し、提出していただきます。
　これらの様式は、役場税務課（各振興事務所）、税務署窓口または、町及び国税庁ホームページからも取得で
きますのでご利用ください。
　なお、「医療費控除の明細書」は医療保険者から交付を受けた医療費通知などを提出することで記入を省略する
ことができます。（医療費通知の内容によっては省略できない場合もあります。）
　また、どちらの控除も、領収書等はご自宅で5年間保管していただき、税務署から提示等の求めがあった際は
応じなければなりません。
◦セルフメディケーション税制の明細書には、健康への保持増進及び予防への取組を行ったことを明らかにする

書類、医療費等のうち保険金などで補填される金額のわかるものが必要となります。
◦医療費控除とセルフメディケーション税制は選択制です。どちらか一方のみの控除を受けることができます。

※医療費等領収書の添付または提示では受付できません。

医療費控除・セルフメディケーション税制の領収書（レシート）について

●給与所得、退職所得、公的年金に係る雑所得の源泉徴収票の原本　
●所得控除を受けるために必要な証明書、領収書など（令和３年1月から12月分のもの）

◦生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
◦社会保険料、国民健康保険税、国民年金保険料、介護保険料等の控除証明書または領収書
◦配偶者所得のわかるもの
◦障害者控除を受ける方は身体障害者手帳や療育手帳など
◦寄附金控除に伴うふるさと納税などの「寄附を証明する書類（受領書）」（ワンストップ特例制度を利用された

場合でも、医療費控除などにより確定申告を行う場合は、ワンストップ特例制度は無効となるため、同時に
寄附金控除の申告を行う必要があります。）

●申告者本人名義の金融機関名及び口座番号がわかるもの（所得税の還付を受ける場合）
●利用者識別番号がわかるもの（お持ちの方のみ）
●マイナンバーカード又は個人番号通知カード（令和2年5月25日以降記載内容に変更がないカードのみ）もしくは
マイナンバーが記載された住民票（写）※扶養親族となる方のマイナンバーも必要となります。

●申告される方の運転免許証等本人確認ができる書類
※代理でご家族の申告をされる場合は、ご家族ご本人の「マイナンバーカード又は個人番号通知カード（令和2年 
　5月25日以降記載内容に変更がないカードのみ）」及び「本人確認書類」が必要です。

●「確定申告のお知らせ」（はがき又は通知書）または町県民税の申告書（税務署または役場から送付された方のみ）

申告書作成に必要なもの
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令和３年分申告相談会場・日程令和３年分申告相談会場・日程
■揖斐川地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 水 北方

9時～16時
※土・日・祝日を
　除く。

揖斐川町役場

17 木 大和（上南方）

18 金 大和（若松・房島・極楽寺）

21 月 脛永

22 火 清水

24 木 小島（上野・白樫・市場・瑞岩寺）

25 金 小島（上記以外の地区）

28 月 揖斐

３

1 火 揖斐
2

～

15

水

～

火
揖斐川地域全域

■谷汲地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

16 水 神原・木曽屋・有鳥

9時～15時
※土・日・祝日を
　除く。

谷汲振興事務所

17 木 高科・岐礼・沖野

18 金 府内・上長瀬

21 月 下長瀬・赤石・山田

２ 22 火 深坂

24 木 大洞

25 金 名礼

28 月 徳積

3/1

～

3/15

火

～

火
谷汲地域全域

■春日地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

16 水 滝・樫・上ヶ流

9時～15時
※土・日・祝日を
　除く。

春日振興事務所

17 木 下ヶ流

18 金 香六・古屋

21 月 小宮神

22 火 川合・中山

24 木 美束
2/25

～

3/15

金

～

火
春日地域全域

■久瀬地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16
～

3/15

水

～

火
久瀬地域全域

9時～15時
※土・日・祝日を
　除く。
久瀬振興事務所

■藤橋地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

水

～

火
藤橋地域全域

9時～15時
※土・日・祝日を
　除く。
藤橋振興事務所

■坂内地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/16

～

3/15

水

～

火
坂内地域全域

9時～15時
※土・日・祝日を
　除く。
坂内振興事務所

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策にご協力ください。
◆咳・発熱等の症状がある方や、体調のすぐれない方は来庁をご遠慮ください。
◆入場の際に検温を行います。37.5 度以上の発熱が認められる場合は、入場をお断りさせていただきます。
◆来庁される際は、感染拡大防止策をご理解の上、マスクの着用、手洗い（手指消毒液の利用）など感染防止へのご協力を
お願いします。
◆来庁される際は、できる限り少人数でお越しください。
◆会場入口にて、ご来場された方のお名前、連絡先を記入していただきます。
◆新型コロナウイルス感染症の防止対策により、「三密」を避けるためにも、自宅でスマホやパソコンでも作成・提出ができ
ますのでご協力をお願いします。詳細は、国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp
◆混雑状況により、後日の来場をお願いすることがあります。

◆期間中は、大垣市情報工房(5階)で税務署の確定申告相談が開設されますのでご利用ください。
9時～17時（土・日・祝日を除く）
※混雑緩和のため、「入場整理券」が必要です。
※入場整理券は、申告会場5階での当日配付、又は、LINEアプリを使ったオンラインでの事前発行の二通りで配付します。
※前年までの会場（大垣市民会館）から変更されておりますのでご注意ください。
【お問い合せ】　大垣税務署個人課税部門　℡0584-78-4104（直通）
◆譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）のある方や、初めて住宅ローン控除を受ける方、贈与税・消費税・青色申告
の方については、「大垣市情報工房」で申告を受付けております。揖斐川町役場及び各振興事務所では受付できません。
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揖斐川町職員の給与を公表します揖斐川町職員の給与を公表します

■令和2年度人件費の状況	 （単位：千円）
歳出総額（A） 人件費（B） 人件費以外

16,382,490 1,791,794 14,590,696

・人件費率（B/A） 10.9％

　人件費とは、職員の給与・手当そのほか、町長・議員などの
特別職の給料・報酬、各種委員報酬など、またこれらに伴う各
組合への負担金などのことをいいます。
　令和２年度の決算では次のようになります。

人件費とは…

■初任給の状況（一般行政職）	 令和3年4月1日現在
区　分 決定初任給

大学卒 182,200円

短大卒 163,100円

高校卒 150,600円

　初任給は、新規学卒者のように前職がない場合には下記の表
のとおり決定されます。

初任給は…

	 令和3年4月1日現在
区　分 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 311,819円 47.03歳

技能労務職 242,277円 55.06歳

職員の平均給与額は…

	 令和3年4月1日現在
区　分 給与月額 期末手当

給
料

町　長 750,000円  6月期　2.225月分
12月期　2.225月分

　　計　　4.45月分副町長 600,000円

区　分 給与月額 期末手当

報
酬

議　長 300,000円
 6月期　2.225月分
12月期　2.225月分

　　計　　4.45月分
副議長 260,000円

議　員 250,000円

特別職の報酬等の状況

	 令和3年4月1日現在
区　分 期　末 勤　勉

期末・勤勉
手当支給
割　合

6月期 1.275月分 0.95月分

12月期 1.275月分 0.95月分

職務上の段階などに応じた加算措置･･･　有

退職手当
（支給率）

退職事由 自己都合
定年・

応募認定

勤続 25年 28.0395月分 33.27075月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2～30%加算）

扶養手当

配偶者は月額6,500円
子は月額10,000円
その他の扶養親族は1人につき月額6,500円
16歳から22歳の子には月額5,000円加算

住居手当
月額16,000円を超える家賃の額に応じ、
最高で28,000円まで

通勤手当

①交通機関等利用者
　運賃相当額に応じ最高55,000円まで
②自動車等使用者
　片道2㎞以上の職員に対して、距離に応じ
　月額2,000円から31,600円まで

職員手当の状況

	 令和3年4月1日現在
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計標 準 的
職務内容 主事 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数(人) 40 15 85 31 24 9 7 211

構成比(％) 18.9 7.1 40.3 14.7 11.4 4.3 3.3 100.0

(注) 揖斐川町職員の給与に関する条例の給料表区分に基づく
 再任用職員、技能労務職、医療職を除く職員数です。

級別職員数の状況

　職員が勤労を提供し、その対価として得るものが「給与」です。
給与は、経験年数や学歴、勤務成績などにより決定される「給料」
とこれを補完する「各種手当」とに分けられます。各種手当と
は扶養手当、通勤手当、住居手当、期末勤勉手当、時間外勤務
手当などのことです。

給与とは…

■職員給与の予算の状況	 令和3年4月1日現在	（単位：千円）
職員数（A） 給　料 職員手当 期末勤勉手当

246人 858,037 149,181 331,075

給与費計（B） 一人当たり給与費（B/A）

1,338,293 5,440

※職員手当には退職手当は含まれていません。

	 各年4月1日現在

区　　　分
職　　員　　数

増減
令和2年度 令和3年度

一般行政部門 213人 204人 ▲9

教育部門 26人 27人 1

公営企業等部門 6人 6人 0

合　計 245人 237人 ▲8

職員数の状況
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新
た
な
窓
口
相
談
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た

　

こ
の
ほ
ど
、
町
で
は
本
庁
と
各
振
興
事
務

所
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
住
民
の
窓
口
相
談

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
振
興
事
務
所
に
来
訪
し
た

町
民
の
方
か
ら
、
振
興
事
務
所
職
員
で
は

対
応
が
困
難
な
相
談
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
に
、
本
庁
職
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
通
し
て
、
住
民
の
方
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。身

体
障
が
い
者
の
方
な
ど
の

自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

申
請
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
す

　

身
体
障
が
い
者
、戦
傷
病
者
、知
的
障
が
い 

者
ま
た
は
精
神
障
が
い
者
の
方
の
た
め
に

使
用
す
る
一
定
の
要
件
を
満
た
す
自
動
車

（
軽
自
動
車
を
除
く
）の
「
自
動
車
税（
種
別

割
）減
免
申
請
臨
時
窓
口
」
が
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
時　
３
月
２
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

３
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

　

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が

必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

■
募
集
期
間

　

２
月
１
日（
火
）～
２
月
15
日（
火
）

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

　

令
和
４
年
３
月
下
旬
を
予
定

③
島
住
宅
及
び
、
谷
汲
・
春
日
・
久
瀬
・

藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町
営
住
宅
は
、

随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

令
和
４
年
度
留
守
家
庭
児
童

教
室
の
入
室
申
請
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
４
月
か
ら
留
守
家
庭
児
童

教
室
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　

町
内
在
住
の
小
学
校
1
年
生
～
6
年
生

の
児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
の

事
情
で
、
昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る

こ
と
が
出
来
な
い
家
庭
の
児
童

※「
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
事
情
」と
は
左
記

要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
放
課
後
か
ら
概
ね
17
時
ま
で
就
労
等
し
て

い
る
こ
と

■
場
　
　
所　
岐
阜
県
揖
斐
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
　

４
階　

４
Ｃ
会
議
室

■
対
象
者

①
新
規
に
申
請
す
る
方
。

②
現
在
減
免
を
受
け
て
お
り
、
自
動
車
税

事
務
所
か
ら
の
減
免
案
内
は
が
き
で

「
変
更
あ
り
」と
回
答
し
た
方
。

詳
し
く
は
左
記
に
て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
窓
口
・
お
問
い
合
せ
】

　

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所

　
　

℡
０
５
８
４-

７
３-

１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
、２
４
５
）

　

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　

℡
０
５
８-

２
７
９-

３
７
８
１

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　
　

賃　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

　
　
　
　
　
　

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
脛
永
駅
前
住
宅　
１
戸

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
脛
永
６
４
２
番
地
１

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

２
台

・
家　
　

賃　

２
６
，
３
０
０
円
～

■
敷
　
　
金　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

②
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

③
就
労
等
の
状
態
が
３
ヶ
月
以
上
継
続
す
る

こ
と

■
開
室
時
間

・
平
日（
月
～
金
曜
日
）は
授
業
終
了
後
～
18
時

・
学
校
の
振
替
日
は
８
時
～
18
時

■
利
用
料
金

・
利
用
料（
月
額
）４
，
５
０
０
円

・
保
険
料（
年
額
）１
，
８
０
０
円

・
別
途「
お
や
つ
代
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
及
び
提
出
方
法

①
新
規
入
室
希
望
者

　

役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
で
申
請
書
類

を
入
手
い
た
だ
き
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提
出

②
継
続
入
室
希
望
者（
既
入
室
者
）

　

各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書
類
を

入
手
い
た
だ
き
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員
へ
提
出

■
申
請
期
間

　

２
月
７
日（
月
）～
２
月
25
日（
金
）

■
そ
の
他

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
類
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
長
期
休
暇（
夏
休
み
期
間
）の
入
室
に
つ
い

て
は
、
別
途
募
集
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　
　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

▲相談の様子
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こ
の
度
、次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、

長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
の

出
で

口
ぐ ち

　吉
よ し

明
あ き

 さん
95歳（三輪）

仲
な か

野
の

　つたゑ
え

 さん
95歳（清水）

宗
そ う

宮
み や

　利
り

江
え

古
こ

 さん
95歳（房島）

河
か わ

瀬
せ

　ふさ子
こ

 さん
95歳（北方）

Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
フ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン

開
催
中
止
の
お
し
ら
せ

　

2
月
27
日
に
開
催
予
定
の
「
第
34
回
Ｉ
Ｂ

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
フ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
健
康
広
場

　
　

℡
２
１-

３
１
０
０

小
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度
に

つ
い
て

　

町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
小
中
学
校

へ
の
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に 

対
し
て
、
学
用
品
費
等
の
就
学
に
必
要
な
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
対
　
　
象

　

町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
教
育
委
員
会
が
援
助
が
必
要
で

あ
る
と
認
定
し
た
方
。

①
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状
態
が

極
め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

■
申
し
込
み

　

在
学
中
ま
た
は
入
学
予
定
の
小
中
学
校

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　

℡
２
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２
１
１
１（
内
線
４
５
１
）

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

12
月
16
日（
木
）、町
の
福
祉
充
実
の
た
め
、

寄
附
金
１
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
匿
名
希
望
）

　

12
月
23
日（
木
）、ア
ー
ボ
株
式
会
社
か
ら
、

教
育
振
興
費
と
し
て
寄
附
金
50
万
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
27
日（
月
）、
ハ
ー
ト
ピ
ア
谷
汲
の

杜
か
ら
、
施
設
利
用
者
や
そ
の
保
護
者
、

職
員
で
製
作
さ
れ
た

門
松
を
、
役
場
庁
舎

の
正
月
飾
り
と
し

て
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
令
和
4
年
度
事
業
及
び
入
会
説
明
会
の
開
催

　

2
月
中
旬
よ
り
『
令
和
4
年
度
事
業

及
び
入
会
説
明
会
』を
揖
斐
、谷
汲
、春
日
、

久
瀬
、
坂
内
、
藤
橋
地
区
に
て
開
催
し

ま
す
。
新
規
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
電
話
予
約
の
上
、
お
気

軽
に
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
新
規
入
会
説
明
会

　

日
時　

3
月
4
日（
金
）13
時
30
分
～

　

場
所　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合

　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

■
お
仕
事
の
受
付

　

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で

も
な
い
仕
事
な
ど
、お
困
り
の
時
は
ま
ず
は

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。お
見
積
り

は
無
料
で
す
。
得
意
な
会
員
が
対
応
い
た

し
ま
す
。

　

派
遣
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
社
で

短
期
間
・
短
時
間
だ
け
人
手
が
ほ
し
い
と

い
う
事
業
主
様
も
、是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、

　

食
事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

＊
軽
作
業

＊
社
内
清
掃　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
２
３-

０
９
０
７
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揖斐警察署揖斐警察署からのからのお知らせお知らせ

～ニセ電話詐欺多発中～
　岐阜県内では依然ニセ電話詐欺の電話が多発しており、揖斐郡内においても詐欺グループからの当た
り電話が多発しています。当たり電話の特徴として、同じ日、同じ地域、同じ言葉での手続き案内が
挙げられ、詐欺グループの『地域一帯への集中連絡』や、『連絡時のマニュアル化』傾向が認められます。
　揖斐警察署では、『県警からの安心安全メール』や、『町役場への防災無線協力依頼』等
を通じ、地域の皆さんに情報提供を行っているところですが、詐欺グループの話を信じ
てしまい、ATMコーナーへ行ってしまう方もいる状況です。
　今回当たり電話の具体的な文言を紹介しますので、同じような言葉を電話で聞いた
り、他人から聞いた場合は詐欺を疑い、警察や自分で連絡先の分かっている親族と相談
をしましょう。

【お問い合せ】　揖斐警察署　℡23-0110

【のど手術オレオレ詐欺】
『●●だけど喉を手術することになった』

『○○病院ですが、●●さんの手術が
必要です』

※2名以上の者が息子、医
者等を騙り連絡。子供の
名前等については事前
に把握しており、連絡
時から実在の子供の名前
を出してくる。

【役場還付金詐欺】
『○○役場です。介護保険料の還付金があります』

『先に手続きの封筒を送りましたが、確認されていますか』

『手続きの締め切りが本日までとなっており、連絡しました』

『本日中の手続きには銀行ATMでの手続きが必要になります』

『取引のある銀行担当者から連絡がありますので、取引銀行を
教えてください』

※受取手続きがATMでしか出来ないことを説明。役場職員、金融
機関職員等2名以上から連絡が入る。

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について

1.支給対象者

❶世帯全員の令和3年度「住民税均等割が非課税」である世帯

❷令和3年1月以降の収入が新型コロナウイルス感染症の影響により減少し「住民
税非課税相当」の収入となった世帯（家計急変世帯）

※❶、❷いずれも住民税均等割が課税されている方に扶養されている方のみで構成される世帯は対象外

2.給  付  額 	 1世帯あたり10万円

3.支給手続き 	 ❶について　役場から2月中に支給要件及び振込口座の確認書を送付予定です。
	 ❷について　申請が必要です。

4.そ  の  他 	 手続き方法、給付スケジュール等、詳細が決定次第、町ホームページへ掲載します。

5.お問い合せ 	 ◦内閣府コールセンター　　℡0120-526-145		受付時間：平日9時から20時（土日祝休）
	 ◦揖斐川町役場政策広報課　℡22-2111
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　昨年開催された東京2020オリンピックは、ジェンダー平等に取り組んだ大会でした。各国選手団に男女
最低各1人のアスリートを含める、開会式の旗手は男女が共同で務めるというルールが作られ、実行されました。
また、女性アスリート参加比率が約49％、大会組織委員会理事会の女性比率は42％でした。
　これを踏まえて、日本の女性の活躍に関するデータをみてみましょう。

経済・教育・健康・政治を指標に各国の男女格差をラン
キング。1に近いほど男女平等であることを意味します。
日本は156か国中120位で、指標別の値では、政治と経済
が特に低くなっています。

出典：世界経済フォーラム「グローバル・ジェンダー・ギャップ報告書」

　データが示すとおり、日本における女性の政治経済分野への参画は、他の先進諸国と比べて低い水準にあります。国は、
誰もが性別を意識することなく活躍でき、指導的地位にある人々の性別に偏りがないような社会となることを目指しています。
　人口の約半分は女性なのに、リーダーの大半は男性というのは不思議だと思いませんか。女性がそこに加われば、
女性視点の防災取組や雇用・出産に関する課題など、男性だけでは思いつかない意見が出て、あらゆる人が暮らしやす
い社会に近づくかもしれません。
　もうすぐ来年度の役員や人事を決める季節です。皆さんもご自身の所属する職場や地域で男女共同参画のことを思い
出してみてください。そして、東京2020オリンピックのように男女が共に活躍する揖斐川町を目指しましょう。

No.4 男女共同参画ってなんだっけ？ 女性の活躍推進！

テーマ今月のテーマ

公務員合同説明会案内

日　時 令和4年3月5日（土）　13:00	～	16:00
令和4年4月9日（土）　13:00	～	16:00

内　容 13:00から各参加団体より順番に説明を実施します。
終了後、各参加団体ごとに分かれて詳細説明や質疑応答等を実施します。

場　所 岐阜県大垣市林町5-18	光和ビル	4階会議室
（大垣駅北口より徒歩1分）

参　加
団　体

（予 定）

●自衛隊大垣地域事務所	 ●岐阜県庁（説明は3月5日のみ）
●西濃教育事務所	 ●警察署
●大垣市役所（説明は4月9日のみ）	 ●大垣消防組合

※1安全面を配慮しながら開催しますが、
状況により延期及び内容の変更をす
る場合があります。

※2お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力
本部	大垣地域事務所」	大垣市林町
5-18光和ビル2階

	 ☎0584-73-1150

ジェンダー・ギャップ指数2021
順位 国　　名 値
1位 アイスランド 0.892
2位 フィンランド 0.861
3位 ノルウェー 0.849

120位 日　本 0.656

国会議員の女性割合
国　　名 割合（％）
フランス 39.5
アメリカ 27.3
韓　　国 19.0
日　　本 10.2

企業役員の女性割合
国　　名 割合（％）
フランス 45.1
アメリカ 28.2
日　　本 10.7
韓　　国 4.9

出典：日本は衆議院HP、その他の国は、IPU Women in politics2021 出典：OECD“ Social and Welfare Statistics” 2020年の値

記載の内容は、内閣府男女共同参画局ホームページ
https://www.gender.go.jp/research/weekly_data/index.htmlをもとに作成しました。

お問い合せ：政策広報課
　　　　　　☎22-2111
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令和３年12月届出分

地　区 氏　　名 年齢
北 方 １ 区 森　本　實　代 84
北 方 １ 区 岩　間　珠　美 84
北 方 １ 区 森　本　和　子 94
極 楽 寺 竹　中　ツ　ヱ 89
前 島 宗　宮　秋　男 90
清 水 後　藤　惠美子 86
福 島 大　野　　　誠 93
新 栄 町 新　川　志　ず 93
上 東 野 粟　野　　　豊 77
白 樫 矢　島　一　昭 72
市 場 吉　野　春　夫 88
二 ノ 宮 林　　　　　強 76
春 日 六 合 小　林　カナヱ 93
春 日 六 合 中　村　義　信 87
春 日 香 六 樋　口　ヨシヱ 97
春 日 美 束 伊　藤　ちゑ子 89
春 日 美 束 市　川　智　郎 97
東 津 汲 小　寺　房　子 93
東 津 汲 寺　井　サカヱ 90
西 津 汲 岩　井　　　聰 87
東 横 山 宮　川　　　優 89

夫 妻

栗　田　晃　弘（北方３区） ♥ 竹　中　麻　衣（揖斐郡池田町）

河　瀬　雄　大（北方３区） ♥ 小　西　美智子（ 表 山 ）

地　区 赤ちゃん お父さん お母さん

南 方 駒
こま

月
つき

蒼
そう

大
た

治 善 麻 美

清 水 中
なか

尾
お

雪
ゆ

乃
の

樹 菜々保

溝 口 大
おお

澤
さわ

柚
ゆず

希
き

和 成 知 佳

谷汲長瀬 小
こ

池
いけ

　 滋
あさ

達 也 ますみ

坂内坂本 山
やま

口
ぐち

冬
とう

眞
ま

恵 治 由 佳

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合 計 19,951（△	 58） 9,624 10,327 7,893（△	 19）

揖斐川地域 15,098（△	 36） 7,322 7,776 5,717（△	 7）

谷 汲 地 域 2,777（△	 6） 1,324	 1,453	 1,097	（△	 2）

春 日 地 域 806（△	 6） 388	 418	 424	（△	 3）

久 瀬 地 域 763（△	 5） 352	 411	 353	（△	 3）

藤 橋 地 域 191（△	 5） 96	 95	 123	（△	 4）

坂 内 地 域 316（	 0） 142	 174	 179	（	 0）

出生	6人 /死亡	41人 /転入等	29人 /転出等	52人
＜令和４年１月１日現在＞

1月31日（月）	 町（県）民税  4期分
 国民健康保険税  9期分
 後期高齢者医療保険料  7期分

2月28日（月）	 固定資産税  4期分
 国民健康保険税  10期分
 後期高齢者医療保険料  8期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで
に預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニ・スマートフォンアプリでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

訂正とお詫び
広報いびがわ11月号に掲載しました地区名に誤りがありました。
お詫び申し上げますとともに、次のとおり訂正させていただきます。

【訂正箇所】　窓口だより  死亡  清水 秀子さん
（誤）溝口　→　（正）二ノ宮

4月中に1歳になるお子さんの
顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、電子メールにて、①お子さんの
氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住まいの地区名、
④連絡先（電話番号）をメール本文に
明記の上、写真データ（jpeg,1MB以内)
を添付し、kouhou@town.ibigawa.
lg.jp宛へ2月18日（金）までに提出して
ください。（先着5人）

揖斐川町広報番組放送のお知らせ（2/1～）

探求 いびがわ ～藤橋地区編～
大垣ケーブルテレビ チャンネルOCT（12ch）
月火水金：13：20／13：50／16：50／19：50

土日：20：50 他



【発行】揖斐川町　　【編集】総務部政策広報課
〒501-0692　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪133番地　TEL0585-22-2111　FAX0585-22-4496　URL https://www.town.ibigawa.lg.jp/

▲揖斐川中3-1

▲揖斐川中3-3

▲北和中3-B ▲谷汲中・坂内中・転入者等

▲北和中3-A

▲揖斐川中3-2

ご成人おめでとうございます
記念撮影を行いました。
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